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（2025年）くにみ議会だよりくにみ議会だより

新たな発想で
国見の教育がスタート!!
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村上町長・石幡教育長に聴く!!
くにみ学園構想ではなく（名称も含め）

「認定こども園に軸足を置いて」

「白紙」表明の経緯についてQ1

A1 （町　長）凍結…いつかは溶けて元に戻すことができる ⇒ 認識が違う
　　　　 一から作り直す考えから「白紙」。

（教育長）町長の考え同様、「白紙」。

現時点の「新・くにみ学園構想」概要は？Q2

A2 （町　長）ゼロベース（白紙）で考える。

（教育長）町長の公約にもある「認定こども園」を１から検討する。

統合する施設の考えは？Q3

A3 （町　長）ゼロベースで考える。

（教育長）町長の考え同様、ゼロベースで考える。

村上町長へインタビュー
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もくじ
P２-３　特集
「くにみ学園構想『白紙』
表明」

P４　議会組織構成決まる
P５ 一部事務組合報告・人事
P６ 質疑答弁
 条例改正・一般議案・
 補正予算
P７ 議決の結果
P８ みなさんからの請願・
 陳情
P９-14　一般質問
 ～議員６人登壇～

P15 議員活動報告書
P16 議会報告懇談会
P17 常任委員会レポート
P18 私たちの町内会

～泉田上町内会に聞きました～

くにみ学園構想 　　　　表明 　　　　「白紙」「白紙」
国見の教育をどうするか！

「スタートラインに立つ」

認定こども園と義務教育学校の統合については？Q4

A4

今後の説明会など「ロードマップ」はいつまでに提示できるか？Q5

A5

（町　長）公約にもある「認定こども園」を最優先に考え、義務教育学校について
は、現在の仕組みが良いのか統合した方が良いのかを、ゼロベースで
検討する。

（教育長）町長と全く同じ考えである。

（町長・教育長）国見町が目指す「保育・教育のビジョン」および「どんな認定こ
ども園にしたいのか」を明確にすることが必要。今年度は、「第
６次国見町総合計画」と「国見町教育ビジョン（教育振興計画）」
の中間見直しの議論が行われるので、今年度中に基本方針（案）
を示したいと考えている。

　　　　　　　 その後、保護者や地域の皆さまの意見を聞きながら、設置内容
や設置場所、運営形態等について議論し、今後の見通しを明確
にした上でロードマップを示したいと考えている。

石幡教育長へインタビュー
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町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
対

し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
今
回
の
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
選
挙

は
2
年
前
の
5
月
に
行
わ
れ
た
議
会
改
選
時
に
、
佐

藤
定
男
議
長
自
ら
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

「
6
月
号
の
議
会
だ
よ
り
」
に
議
長
・
副
議
長
の
任

期
を
地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
ら
ず
、
4
年
か
ら
2

年
と
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
お
よ
び
議
員
間
の
申
し
合

わ
せ
事
項
と
覚
書
も
交
わ
し
公
約
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
任
期
を
基
本
的
に
4
年

か
ら
2
年
と
し
、
通
年
議
会
も
3
月
議
会
で
議
決
し
、

6
月
議
会
か
ら
始
動
し
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
約
束

い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
の
選
挙
で
あ
り
、

当
然
、
信
任
さ
れ
れ
ば
再
任
は
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
佐
藤
定
男
議
長
は
、
自
ら
の
公
約
を
破

り
、
今
回
の
選
挙
に
出
る
こ
と
な
く
、
議
長
を
続
け

て
お
り
、
大
変
残
念
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
私
は
、
再
度
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
信
任
を
頂

き
、
再
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
信
任
を
得
な

い
議
長
と
、
今
後
議
会
運
営
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
、
議
会
運
営
に
努
め
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
お
誓
い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

6
月
定
例
会
で
は
、
初
日
の
議
事
日
程
に
議
長
選

挙
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
議
長
職
の
辞
表
を
提
出
せ

ず
、
引
き
続
き
、
法
に
定
め
ら
れ
た
4
年
間
の
残
り

の
任
期
を
全
う
し
て
い
く
決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
議
会
最
終
日
に
、
議
長
に
対
す
る
「
問

責
決
議
」
可
決
の
あ
と
に
議
場
で
述
べ
た
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
内
の
考
え
方
の
違
い
で

不
信
感
を
招
い
て
し
ま
い
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
議

員
間
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
で
は
、
今
ま
で
4
年
任
期
と

な
っ
て
い
た
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
、
お

よ
び
各
一
部
事
務
組
合
議
員
（
公
立
藤
田
病
院
他
）

の
任
期
を
、
そ
れ
ぞ
れ
2
年
と
す
る
こ
と
と
し
改
選

さ
れ
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
で
、
気
持
ち
も
新
た
に

諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

4
月
に
新
し
く
就
任
さ
れ
た
鈴
木
伴
承
副
町
長
、

石
幡
良
子
教
育
長
も
初
の
本
会
議
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
は
過
疎
町
指
定
の
中
、
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
町
と
議
会
は「
1
歩
離
れ
て
2
歩
離
れ
ず
」

町
政
進
展
と
福
祉
向
上
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議会組織構成決まる
［
総
務
文
教
常
任
委
員
会
］

委
員
長�

佐
藤　
　

孝

副
委
員
長�

宍
戸　

武
志

委

員�

佐
藤　

定
男

委

員�

松
浦　

常
雄

委

員�

蒲
倉　
　

孝

委

員�

斎
藤　
　

樹

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会
］

委
員
長�
渡
辺　

勝
弘

副
委
員
長�

佐
藤
多
真
恵

委

員�

山
崎　

健
吉

委

員�

小
林　

聖
治

委

員�

八
巻
喜
治
郎

［
議
会
運
営
委
員
会
］

委
員
長�

小
林　

聖
治

副
委
員
長�

松
浦　

常
雄

委

員�

佐
藤　
　

孝

委

員�

渡
辺　

勝
弘

委

員�

蒲
倉　
　

孝

［
議
会
改
革
推
進
会
議
］

　

会　

長�

山
崎　

健
吉

　

副
会
長�

宍
戸　

武
志

　

会　

員�

全　
　
　

員

６
月
定
例
会
を

終
え
て

�

佐
藤
定
男

副
議
長
就
任

あ
い
さ
つ

�

山
崎
健
吉
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3
月
26
日
、
第
2
回
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
条
例

改
正
1
件
、
令
和
6
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
令

和
7
年
度
一
般
会
計
予
算

の
計
3
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

小
林
聖
治
）

　

3
月
27
日
、
第
1
回
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

条
例
制
定
1
件
、
条
例

の
一
部
改
正
1
件
、
令
和

6
年
度
補
正
予
算
（
一
般

会
計
、
し
尿
処
理
会
計
、

ご
み
処
理
会
計
）、
令
和

7
年
度
予
算
（
一
般
会
計
、

し
尿
処
理
会
計
、
ご
み
処

理
会
計
）
の
8
件
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
12
日
、
第
2
回
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

規
約
の
改
正
1
件
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
工

事
請
負
契
約
の
変
更
1
件

に
つ
い
て
は
議
案
取
り
下

げ
）。

　

ま
た
、
6
月
4
日
、
第

3
回
臨
時
会
に
お
い
て
は
、

工
事
請
負
契
約
の
変
更
1

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

渡
辺
勝
弘
）

　

3
月
27
日
、
第
1
回
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
3
件
行
わ

れ
、
議
案
に
つ
い
て
は
令

和
6
年
度
補
正
予
算
、
令

和
7
年
度
当
初
予
算
等
6

件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

蒲
倉　

孝
）

　

5
月
22
日
、
企
業
団
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
事
項
は
令
和
6
年

度
予
算
よ
り
令
和
7
年
度

予
算
へ
の
繰
越
し
1
件
に

つ
い
て
で
あ
り
、
提
出
議

案
は
、
監
査
委
員
の
選
任

で
あ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
報
告
者　

佐
藤
定
男
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

伊
達
地
方
消
防

組
合
議
会

伊
達
地
方
衛
生

処
理
組
合
議
会

公
立
藤
田
病
院

組
合
議
会

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務

の
一
部
を
共
同
で
行
う
た

め
に
設
置
す
る
団
体

公
立
藤
田
病
院
組
合
議
会

議
員

�
山
崎　

健
吉

�

松
浦　

常
雄

�

八
巻
喜
治
郎

�

蒲
倉　
　

孝

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

議
会
議
員

�

渡
辺　

勝
弘

�

宍
戸　

武
志

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

議
員

�

小
林　

聖
治

�

佐
藤　
　

孝

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給

企
業
団
議
会
議
員

�

山
崎　

健
吉

［
一
部
事
務
組
合
議
会
］

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
り
、
現
代
表
監
査
委
員
の

佐
藤
德
正
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
、
令
和
7
年
6
月
24
日
か

ら
令
和
11
年
6
月
23
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

人

事

監
査
委
員
に

佐
藤
德
正
氏
を
再
任
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【
議
案
第
43
号
】

国
見
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

【
議
案
第
52
号
】

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
議
案
第
48
号
】

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
議
案
第
49
号
】

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

条
例
改
正

補
正
予
算

一
般
議
案

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

4
年
ぶ
り
に
国

保
財
政
調
整
基
金
を
４
９

０
万
円
取
崩
し
た
が
、
そ

の
背
景
は
何
か
。

大

勝

ほ
け
ん
課
長

　
県
納
付

金
の
増
に

よ
り
、
税
率
改
正
の
激
変

緩
和
措
置
と
し
て
充
当
し

た
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

４
９
０
万
円
を

投
入
し
た
今
改
正
と
、
投

入
し
な
い
場
合
の
国
保
税

の
違
い
は
。

大

勝

ほ
け
ん
課
長

　
４
９
０

万
円
を
充

当
し
な
い
場
合
、
４
人
世

帯
、
給
与
収
入
４
０
０
万

円
の
モ
デ
ル
で
１
万
２
８

０
０
円
負
担
が
増
え
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

町
内
会
集
会
所

施
設
補
助
改
正
を
要
望
し

た
が
、
改
正
は
し
た
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長

　
5
月
1
日

に
改
正
し
た
。

一
つ
は
設
計
費
お
よ
び
工

事
が
必
要
な
空
調
設
備
を

補
助
対
象
と
し
た
。
2
点

目
は
、
改
修
等
の
補
助
限

度
額
の
増
額
お
よ
び
下
限

額
を
引
き
下
げ
た
。
3
点

目
は
災
害
修
繕
を
新
設
し

た
。問

（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

保
育
所
施
設
費

の
委
託
料
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長

　
子
ど
も
た

ち
が
何
時
に

来
た
か
、
何
時
に
帰
っ
た

か
を
管
理
す
る
登
降
園
管

理
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合
が

生
じ
た
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
購
入
し
初
期
設

定
を
行
う
費
用
の
補
正
を

す
る
も
の
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

道
の
駅
指
定
管

理
料
４
５
１
万
円
補
正
増

の
詳
細
は
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
令
和
3
年

ま
た
は
4
年

の
地
震
で
地
下
の
排
水
施

設
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
。
汚

水
が
た
ま
っ
て
い
る
状
況

で
異
臭
等
が
発
生
し
、
緊

急
に
排
水
と
掃
除
お
よ
び

消
毒
が
必
要
と
な
り
、
修

繕
工
事
費
を
計
上
し
た
も

の
で
あ
る
。

求
め
た
業
者
へ
空
調
稼
動

台
数
の
伝
達
を
誤
っ
た
た

め
で
あ
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

再
発
防
止
策
の

具
体
化
は
。

小
野
生
涯

学
習
課
長

　
ふ
く
し
ま

市
町
村
支
援

機
構
が
行
う
発
注
事
務
支

援
事
業
な
ど
を
活
用
す
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

町
民
の
た
め
に

考
え
た
避
難
所
資
材
で
あ

る
が
、
中
身
は
。

榊
住
民

防
災
課
長

　
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
・
折

り
た
た
み
ベ
ッ
ド
、
簡
易

ト
イ
レ
、
ス
ト
ー
ブ
、
ヒ

ー
タ
ー
、
扇
風
機
、
冷
風

機
、
非
常
用
発
電
機
、
蓄

電
池
と
な
っ
て
い
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

避
難
所
資
材
の

中
身
を
選
定
し
た
理
由
は
。

榊
住
民

防
災
課
長

　
高
齢
者
や

子
供
、
女
性

に
配
慮
し
た
避
難
者
へ
の

環
境
を
整
備
す
る
た
め
各

種
資
材
を
購
入
し
た
い
と

す
る
も
の
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

新
た
な
資
材
を

購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
管
・
管
理
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長

　
今
年
度
、

防
災
倉
庫
3

基
の
設
置
・
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

高
圧
受
電
設
備

容
量
の
設
計
ミ
ス
は
通
常

あ
り
得
な
い
こ
と
だ
が
経

緯
は
。

小
野
生
涯

学
習
課
長

　
設
計
受
託

業
者
が
電
気

設
備
設
計
に
関
し
協
力
を

今年度増設予定の防災倉庫
（写真は藤田西防災倉庫）
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議案番号 件　　　名 備　　　考 結　果
報　告
第3号 繰越明許費の報告について プレミアム商品券事業ほか　計22事業

	 翌年度繰越額　4億5997万円 報　　告
報　告
第4号 事故繰越の報告について 藤田北地区擁壁補修工事ほか　計3事業

	 翌年度繰越額　502万円 報　　告

報　告
第5号 専決処分の報告について

工事請負契約の一部変更(国見小学校体育館空調設備
整備工事)
	 変更前　8349万円
	 変更後　8487万円
　変更理由　仮設計画変更による増額

報　　告

報　告
第6号 町が出資している法人の経営状況について 福島地方土地開発公社の令和6年度の決算及び令和7年

度事業計画、予算等の経営状況を報告するもの。 報　　告
報　告
第7号 町が出資している法人の経営状況について 国見まちづくり株式会社の令和6年度の決算及び令和7

年度事業計画、予算等の経営状況を報告するもの。 報　　告
承　認
第1号 専決処分の承認について 地方税法等の一部改正に伴う国見町税条例の一部を改

正するもの。 承　　認

議　案
第39号

国見町職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例

人事院規則の一部改正に伴う文言の追加及び改正する
もの(妊娠、出産等についての申出をした職員等に対す
る意向確認等の文言追加その他文言の整理)。

原案可決

議　案
第40号

国見町職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例

人事院規則の一部改正に伴う文言の追加及び改正する
もの(子の年齢に応じた柔軟な働き方を推進するため、
育児時間の取得パターンを拡充)。

原案可決

議　案
第41号 国見町債権管理条例の一部を改正する条例 徴収根拠の明確化及び引用条項に係る文言の追加及び

整理するもの。 原案可決

議　案
第42号

東日本大震災による被災者に対する町民税、
固定資産税、国民健康保険税及び介護保険料
の減免に関する条例の一部を改正する条例

福島第一原発事故に伴う避難者の国民健康保険税及び
介護保険料について、減免の措置を令和7年度課税分ま
で延長し、国民健康保険税及び介護保険料の減免項目
を追加するもの。

原案可決

議　案
第43号

国見町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例

国民健康保険法施行令の一部改正による課税限度額及
び軽減判定所得の基準額を改正するとともに、国民健
康保険税税率の改正を行うもの。

原案可決

議　案
第44号

国見町水道事業の業務に従事する職員の給与
の種類及び基準を定める条例の一部を改正す
る条例

水道事業の業務に従事する職員の育児休業に係る改正
及び国見町職員の給与に関する条例との整合を図る改
正をするもの。

原案可決

議　案
第45号 国見町水道条例等の一部を改正する条例

指定工事店の例外規定の追加について、以下の関連条
例２件の文言の追加を一括で改正するもの。
◦国見町水道条例の一部を改正する条例
◦国見町下水道条例の一部を改正する条例

原案可決

議　案
第46号 工事請負契約の締結について

令和7年度　町道4号線舗装改良工事
	 契約金額　4950万円
契約相手方　有限会社村木建設

原案可決

議　案
第47号 工事請負契約の締結について

令和7年度　徳江大橋補修工事
	 契約金額　1億1550万円
契約相手方　有限会社近久工業

原案可決

議　案
第48号 工事請負契約の変更について

柏葉体育館空調設備整備工事
	 変更前　1億1825万円
	 変更後 　　9462万円
　変更理由　空調設備稼働に必要な電気容量確保に係
る電気工事見直しによる工事費の減額のため

原案可決

議　案
第49号 動産の取得について

避難所用資機材一式の購入
	 取得金額　959万円
取得相手方　株式会社山際ホース専門店

原案可決

議　案
第50号 動産の取得について

国見町給食センター食器・食缶洗浄機　一式
	 取得金額　3850万円
　取得相手方　株式会社中西製作所福島営業所

原案可決

議　案
第51号

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び福島県市町村総合事務
組合規約の一部変更について

福島県市町村総合事務組合規約の一部の変更(事務組
合を組織する地方公共団体の数の減少) 原案可決

議　案
第52号 令和7年度国見町一般会計補正予算（第1号） 	 歳入歳出補正前　63億8000万円

	 歳入歳出補正後　67億8390万円 原案可決
議　案
第53号

令和7年度国見町国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）

	 歳入歳出補正前　 9億9483万円
	 歳入歳出補正後　　10億14万円 原案可決

同　意
第3号

監査委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

【再任】佐藤德正（さとうとくまさ）
令和7年6月23日任期満了のため 同　　意

発　議
第10号 町長の専決処分についての一部改正について 通年議会実施にあたり、町長の専決処分事項を整理す

るもの。 原案可決

発　議
第11号

国見町議会会議規則の一部を改正する議会規
則

質疑の回数を3回から5回に改めるとともに、一般質問
における同一議題に係る質疑回数の制限は設けないと
するもの。

原案可決

決　議
第1号 佐藤定男議長に対する問責決議 佐藤議長に対し、町民に公約した議会改革案をすべて

実行し、議会の信頼回復を図ることを求めるもの。 原案可決

議 決 の 結 果



8
くにみ議会だより No.208
2025.7

●
請
願
第
２
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の

請
願
に
つ
い
て

提
出
者

日
本
労
働
組
合

総
連
合
会　

福
島
県
連
合

会
伊
達
地
方
連
合
会

　

議
長　

高
橋
誠
一

結　

果

採
択

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
て
審
議
）
↓
意
見
書
案

提
出
・
可
決

（
議
会
・
全
会
一
致
）

●
陳
情
第
３
号

﹁
国
の
﹃
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業
﹄
の
継

続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の

十
分
な
就
学
支
援
を
求
め

る
意
見
書
﹂
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

提
出
者

福
島
県
教
職
員

組
合　

中
央
執
行
委
員
長

　

瀬
戸
禎
子

結　

果

採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
て
審
議
）
↓
意
見
書
案

提
出
・
可
決

（
議
会
・
全
会
一
致
）

●
陳
情
第
４
号

﹁
消
費
税
５
％
へ
の
減
税

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
提

出
に
つ
い
て

提
出
者

消
費
税
廃
止
各

界
連
絡
会　

事
務
局

　

服
部　

雅

結　

果

不
採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
て
審
議
）

●
陳
情
第
５
号

﹁
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
提

出
に
つ
い
て

提
出
者

消
費
税
廃
止
各

界
連
絡
会　

事
務
局

　

服
部　

雅

結　

果

不
採
択

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
て
審
議
）

●
︿
再
審
議
﹀
陳
情
第
１

号国
に
対
し
﹁
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め

る
意
見
書
﹂
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情

提
出
者

新
日
本
婦
人
の

会
伊
達
支
部　

支
部
長

　

渡
辺
サ
ツ
子

結　

果

採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
て
審
議
）
↓
意
見
書
案

提
出
・
可
決

●
︿
再
審
議
﹀
陳
情
第
２

号国
に
対
し
﹁
女
性
差
別
撤

廃
条
約
選
択
議
定
書
の
す

み
や
か
な
批
准
を
求
め
る

意
見
書
﹂
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情

提
出
者

新
日
本
婦
人
の

会
伊
達
支
部　

支
部
長

　

渡
辺
サ
ツ
子

結　

果

採
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
て
審
議
）
↓
意
見
書
案

提
出
・
可
決

（
陳
情
第
1
号
お
よ
び
同

第
2
号
は
、
3
月
定
例
会

で
継
続
審
査
と
し
た
た
め

再
度
審
議
し
た
も
の
で

す
）

請請請
願願願
1
件

陳陳陳
情情情
５
件

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

議案審議
結 果※下記以外の議案は全員賛成で可決されました。

議員名

議案等

議
決
結
果

斎
藤
　
　
樹

佐
藤
多
真
恵

佐
藤
　
　
孝

蒲
倉
　
　
孝

八
巻
喜
治
郎

宍
戸
　
武
志

山
崎
　
健
吉

小
林
　
聖
治

渡
辺
　
勝
弘

松
浦

常
雄

陳情第1号
国に対し「選択的夫婦別姓制
度の導入を求める意見書」提
出についての陳情

採
決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇：賛成　　●：反対
※議長（佐藤定男）は採決に加わりません。可否同数の場合のみ採決権を行使します。
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一般 質問町政を問う

問
　
20
歳
か
ら
45
歳

の
町
内
の
未
婚
の

男
女
は
、
何
人
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長

　
令
和
7
年

4
月
1
日
現

在
、
男
性
5
6
1
人
、
女

性
4
5
7
人
で
あ
る
。

問
　
こ
の
5
年
間
で

結
婚
し
た
の
は
、

何
組
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

出
産
届
件

数
は
令
和
2

年
度
か
ら
令
和
6
年
度
の

5
年
間
の
婚
姻
届
け
数
は
、

令
和
2
年
度
9
件
、
令
和

3
年
度
14
件
、
令
和
4
年

度
10
件
、
令
和
5
年
度
7

件
、
令
和
6
年
度
13
件
、

合
計
53
件
で
あ
る
。

問
　
結
婚
す
る
人
が

少
な
い
要
因
は
何

か
。黒

田
福
祉

課
　
　
長

　
結
婚
へ
の

価
値
観
の
変

化
や
女
性
の
社
会
進
出
な

ど
の
要
因
が
複
合
的
に
作

用
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

問
　
こ
の
5
年
間
で

出
生
し
た
こ
ど
も

の
数
は
、
何
人
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長

　
令
和
2
年

度
21
件
、
令

和
3
年
度
25
件
、
令
和
4

年
度
21
件
、
令
和
5
年
度

15
件
、
令
和
6
年
度
23
件
、

合
計
1
0
5
件
で
あ
る
。

問
　
結
婚
を
望
ん
で

も
出
会
い
の
機
会

が
な
い
方
に
対
す
る
支
援

は
。黒

田
福
祉

課
　
　
長

　
結
婚
を
希

望
す
る
方
の

出
会
い
の
場
を
作
る
た
め

に
、
結
婚
世
話
や
き
人
の

相
談
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
発
信
を
し
、
支
援
し
て

問
　
親
子
関
係
支
援

事
業
と
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長

　
子
の
発
達

段
階
に
応
じ

た
親
の
関
わ
り
方
を
学
ん

で
も
ら
う
た
め
、
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

同
じ
悩
み
や
不
安
を
抱
え

る
保
護
者
同
士
が
相
談
し

や
す
い
振
り
返
り
の
場
と

し
て
教
室
参
加
者
同
士
の

懇
談
会
を
実
施
す
る
な
ど

事
業
を
拡
充
し
て
い
く
。

い
る
。

問
　
町
は
少
子
化
対

策
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長

　
国
は
、
妊

娠
さ
れ
た
方

へ
妊
婦
支
援
給
付
金
計
10

万
円
、
町
は
、
出
産
さ
れ

た
方
へ
5
万
円
を
支
給
し

て
い
る
。
ま
た
、
生
後
2

カ
月
ご
ろ
に
絵
本
を
贈
呈

し
て
い
る
。
ま
た
、
出
産

後
の
心
身
の
休
養
、
育
児

の
支
援
と
し
て
産
後
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
子
育
て
訪
問
支

援
事
業
と
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長

　
生
後
1
カ

月
半
か
ら
2

カ
月
の
間
に
行
う
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
の
際
に
産
婦
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

子
ど
も
家
庭
支
援
員
、
助

産
師
、
保
健
師
が
対
応
し

て
お
り
、
新
た
に
支
援
員

を
配
置
す
る
こ
と
は
、
考

え
て
い
な
い
。

問
　
養
育
環
境
に
課

題
を
抱
え
る
こ
ど

も
や
学
校
で
居
場

所
の
な
い
こ
ど
も

の
居
場
所
と
な
る

場
の
開
設
予
定
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長

　

今
後
、
児
童
と

そ
の
家
庭
に
か
か

る
課
題
や
地
域
に

お
け
る
ニ
ー
ズ
等

を
把
握
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

「
第
3
期
国
見
町
子
ど
も・子
育
て
支
援

事
業
計
画
」に
つ
い
て

こ
れ
以
上
の
少
子
化
を

く
い
止
め
る
た
め
に
は

松松
まつま つ

浦浦
うらう ら

常常
つねつ ね

雄雄
おお

議員議員

▲議会中継アーカイブ

詳しくはこちら

子育て支援事業（お誕生会）の様子
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一般 質問町政を問う

問
　
県
の
統
計
に
よ

れ
ば
、
当
町
の
令

和
4
年
度
の
経
済
成
長
率

は
3
・
1
％
の
マ
イ
ナ
ス
。

こ
れ
は
一
過
性
の
も
の
な

の
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
令
和
4
年

度
に
お
け
る

町
内
で
の
県
発
注
の
公
共

工
事
金
額
が
大
幅
に
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
一
過
性
で
あ
る
。

問
　
当
町
は
製
造
業

等
の
数
が
少
な
い
。

令
和
2
年
度
の
当
町
1
人

当
た
り
の
分
配
所
得
は

2
2
6
万
4
千
円
で
県
下

53
位
。
令
和
4
年
に
は
過

疎
指
定
を
受
け
た
。
こ
れ

は
中
通
り
の
国
道
4
号
沿

線
町
村
で
唯
一
で
あ
る
。

現
状
を
打
破
す
る
に
は
企

業
誘
致
し
か
な
い
と
考
え

る
が
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
製
造
業
等

が
増
え
れ
ば
、

経
済
成
長
率
上
昇
と
一
人

当
た
り
分
配
所
得
の
改
善

が
見
込
め
る
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
企
業
誘
致

は
、
地
域
経

済
活
性
化
や
人
口
減
少
対

策
に
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
具
体
的
な
話
に

な
る
と
、
土
地
の

確
保
や
財
源
の
問
題
に
よ

り
進
展
し
な
い
。
現
状
に

お
い
て
打
開
策
は
な
い
の

か
。中

條
建
設

課
　
　
長

　
打
開
策
と

し
て
、
①
工

業
地
域
等
の
隣
接
地
域
や

国
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
に
お
け
る
地
区
計
画

の
設
定
可
否
、
②
現
行
の

県
開
発
審
査
会
に
お
い
て

許
可
が
可
能
な
開
発
に
つ

い
て
、
業
種
や
立
地
な
ど

の
条
件
に
関
す
る
県
と
の

協
議
、
を
検
討
し
た
い
。

問
　
自
宅
近
く
に
職

場
が
あ
る
こ
と
は

子
育
て
に
お
い
て
プ
ラ
ス

に
な
る
。
こ
の
点
で
も
企

業
誘
致
は
必
要
と
考
え
る

が
。大

勝
産
業

振
興
課
長

　
自
宅
の
近

く
に
職
場
が

あ
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
も
企
業
誘
致

の
検
討
は
必
要
と
考
え
る
。

問
　
企
業
誘
致
の
問

題
が
出
て
も
一
向

に
前
進
し
な
い
。
今
年
度

は
、
具
体
的
に
こ
れ
だ
け

は
や
る
前
進
さ
せ
る
等
、

意
気
込
み
も
含
め
決
意
を

伺
う
。

村
上
町
長
　
ま
ず
、
工
業
地

域
・
準
工
業
地
域

に
お
い
て
利
活
用
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
土

地
の
用
途
に
つ
い
て
所
有

者
の
意
向
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
企
業
の
受
け
入

れ
可
能
な
用
地
確
保
の
手

法
に
つ
い
て
、
県
や
関
係

機
関
か
ら
情
報
収
集
を
行

い
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

並
行
し
て
、
企
業
立
地
セ

ミ
ナ
ー
や
関
連
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
進
出
検
討
企

業
の
情
報
収
集
や
最
新
の

産
業
分
野
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
戦
略
的
に
当
町

に
マ
ッ
チ
し
た
企
業
誘
致

を
検
討
す
る
。

企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
に

人
口
減
少
対
策
・
町
の
経
済

成
長
の
た
め
に
企
業
誘
致
を

よ
り
具
体
的
に
進
め
る
べ
き

宍宍
ししし し

戸戸
どど

武武
たけた け

志志
しし

議員議員

▲議会中継アーカイブ

詳しくはこちら

町の活性化のために企業誘致を！
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町
の
空
き
家
、空
き
店

舗
を
活
用
し
た「
ま
ち

の
駅
」の
設
置
は

問
　
当
町
に
「
ま
ち

の
駅
」
を
設
置
し

よ
う
と
し
た
要
因
は
。

村
上

町
長
　
ま
ち
の
駅
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
商
店
街
に
活
気
と
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。問

　
ど
の
よ
う
な
機

能
を
備
え
た
「
ま

ち
の
駅
」
を
想
定
し
て
い

る
か
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
全
国
事
例

と
し
て
「
直

売
店
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

「
子
育
て
支
援
施
設
」
な

ど
が
あ
る
と
の
こ
と
。
今

後
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
設
置
や
役
割
の
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　「
ま
ち
の
駅
」

設
置
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
町
民
の
意
見
、

要
望
を
取
り
入
れ
て
い
く

の
か
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
設
置
の
方

針
が
定
ま
っ

た
段
階
で
説
明
の
場

を
設
け
、
か
つ
随
時

町
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。問

　
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
集

約
し
て
進
め
る
た
め

に
、「
協
議
会
」「
設

立
準
備
委
員
会
」
な

ど
を
設
立
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
何
ら
か
の

協
議
の
場
の

設
置
を
検
討
す
る
こ
と
も

事
業
推
進
の
手
段
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。
商
工
会

と
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
町
長
の
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

強
い
意
志
を
町
民
に
示
し

て
ほ
し
い
。

村
上
町
長
　
町
民
の
意
見
を

十
分
に
取
り
入
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討

問
　
当
町
に
お
け
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
寄
付
金
が
増
額
に
な
っ

た
要
因
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長

　
特
産
品
の

桃
、
町
内
企

業
で
あ
る
寝
具
製
品
の
根

強
い
人
気
や
米
不
足
に
よ

る
需
要
拡
大
が
影
響
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
国
見
町
の
魅

力
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
移
住
定
住
の

促
進
に
つ
な
が
る
た
め

の
施
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
寄
付
者

に
国
見
町

の
良
さ
を
さ
ら
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
さ
ら
な

る
情
報
発
信
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

村
上
町
長
　
関
係
人
口
・
交

流
人
口
に
な
っ
て

い
た
だ
い
て
、
さ
ら
に
町

を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
、

移
住
・
定
住
を
見
据
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
つ
な

が
り
の
あ
る
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
の
駅
設
置
に
向
け
て
の
動
き
は

当
町
に
お
け
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」の

今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て

し
な
が
ら
国
見
町
に
合
っ

た
「
ま
ち
の
駅
」
を
設
置

し
た
い
。

渡渡
わたわ た

辺辺
なべな べ

勝勝
かつか つ

弘弘
ひろひ ろ

議員議員

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
一
部

▲議会中継アーカイブ

詳しくはこちら

「まちの駅」設置の期待が高まる藤田商店街
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一般 質問町政を問う

問
　
新
教
育
長
と
し

て
、当
町
の
児
童
・

生
徒
の
教
育
方
針
全
般
に

つ
い
て
伺
う
。

石
　
幡

教
育
長

　
学
校
で
は
、

性
別
も
個
性

も
成
育
環
境
も
異
な
る
子

供
た
ち
が
学
ん
で
い
る
。

そ
ん
な
多
様
な
子
供
た
ち

一
人
一
人
を
大
切
に
、
そ

の
子
の
も
つ
能
力
と
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

教
育
を
行
い
た
い
。

問
　
切
れ
目
の
な
い

一
貫
教
育
を
継
続

し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
て

い
る
が
、
一
貫
教
育
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

石
　
幡

教
育
長

　
保
・
幼
・

小
・
中
学
校

が
、
各
々
の
教
育
方
針
の

み
で
教
育
活
動
を
進
め
る

の
で
は
な
く
、
当
町
の
子

供
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育

て
た
い
か
、
ど
ん
な
力
が

必
要
か
、
中
学
校
卒
業
ま

で
に
目
指
す
子
供
の
姿
を

設
定
し
、
連
携
し
合
い
な

問
　
く
に
み
学
園
構

想
は
凍
結
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
か
。

村
上
町
長
　
く
に
み
学
園
構

想
は
白
紙
と
し
、

新
し
い
考
え
の
も
と
で
の

教
育
を
行
う
。

問
　
く
に
み
学
園
構

想
は
白
紙
と
の
こ

と
だ
が
、
町
長
の
公
約
で

も
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
の

進
め
方
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

石
　
幡

教
育
長

　
認
定
こ
ど

も
園
は
、
質

の
高
い
幼
児
教
育
と
保
育

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
保
護
者
の
送
迎
負
担

の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
手
順
を
踏
ん
で
検
討

を
進
め
た
い
。

問
　
将
来
的
に
は
児

童
生
徒
の
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

も
、
一
体
と
な
っ
た
教
育

は
必
要
と
思
う
か
。

石
　
幡

教
育
長

　
小
中
学
校

を
一
体
化
し

が
ら
、
個
性
や
ニ
ー
ズ
発

達
段
階
に
応
じ
た
支
援
を

切
れ
目
な
く
提
供
す
る
教

た
義
務
教
育
学
校
は
、
今

後
の
児
童
生
徒
数
の
減
少

を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
近
年
、
当
町
の

小
中
学
校
の
学
力

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
学
力
向
上
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

石
　
幡

教
育
長

　
児
童
生
徒

の
学
力
向
上

に
は
、「
授
業
の
充
実
」

が
大
切
。
教
員
が
話
す
一

斉
授
業
か
ら
、教
員
が「
見

る
」、「
聞
く
」、「
つ
な
ぐ
」

授
業
へ
と
意
識
を
変
え
る

と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が

主
体
的
に
学
び
、
対
話
を

通
し
て
深
い
理
解
を
得
る

授
業
へ
と
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
員

の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、

教
員
が
じ
っ
く
り
教
材
研

究
を
し
た
り
、
授
業
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
り
す
る

時
間
が
持
て
る
よ
う
に
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
小
学
校
低
学
年
の

朝
の
居
場
所
確
保
に

つ
い
て

◦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
安
全
送
迎
に
つ
い

て◦
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
活
用
し
た
観
光
に

つ
い
て

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
教
育
と
は

く
に
み
学
園
構
想
は
白
紙
と
す
る

当
町
の
教
育
環
境
と

教
育
方
針
は

育
で
あ
る
。

山山
やまや ま

崎崎
ざきざ き

健健
けんけ ん

吉吉
きちき ち

議員議員

▲議会中継アーカイブ

詳しくはこちら

石
幡
教
育
長

ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

向
け
、
新
た
に
作
成
し
た

観
光
ガ
イ
ド
本
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問
　
国
見
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
予
想
よ

り
、
人
口
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
町

長
は
近
隣
自
治
体
と
の
合

併
を
考
え
る
か
。

村
上

町
長
　
合
併
は
考
え
て

い
な
い
。

問
　
国
見
町
の
人
口

減
少
の
主
な
要
因

は
何
と
思
う
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
自
然
減
の

拡
大
、
合
計

特
殊
出
生
率
の
低
下
が
影

響
。問

　
人
口
減
少
対
策

の
施
策
と
そ
の
制

定
時
期
は
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
今
ま
で
も

さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
き
た
。
転

出
入
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
情
報
収
集

と
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
に
、
国
見
町
総
合

計
画
の
中
間
見
直
し
と
次

期
国
見
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
の
策
定
を
行

う
中
で
、
少
子
化
対
策
や

移
住
定
住
対
策
を
示
し
た

い
。
ま
た
、
専
門
部
会
を

設
け
女
性
比
率
を
高
め
、

地
方
創
生
交
付
金
や
過
疎

債
な
ど
の
財
源
も
確
保
し

つ
つ
支
援
策
の
拡
充
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
人
口
減

少
対
策
で
、

国
見
町
独
自
の
事

業
は
何
か
。ま
た
、

国
見
町
に
は
な
い

事
業
は
何
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
当

町
独

自
の
も
の
は
、
も

も
さ
ぽ
給
付
金
・

国
見
産
の
木
の
お

も
ち
ゃ
贈
呈
。
な
い
も
の

は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
活

用
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

や
魅
力
の
発
信
に
関
す
る

取
り
組
み
な
ど
。

問
　
今
年
度
の
子
育

て
世
帯
用
賃
貸
住

宅
建
設
の
事
業
内
容
と
完

成
時
期
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長

　
今
年
度
の

予
算
は
、
基

本
計
画
・
基
本
設
計
の
も

の
。
戸
数
は
5
戸
以
上
で

は
あ
る
が
詳
細
を
今
後
検

討
す
る
。
令
和
8
年
度
に

実
施
設
計
、
令
和
9
年
度

に
工
事
・
竣
工
予
定
。

問
　
移
住
の

た
め
の
優

先
順
位
に
町
は
応

え
ら
れ
て
い
る
か
、

そ
の
施
策
は
何
か
。

ま
た
、
移
住
に
は

空
き
家
や
住
宅
地

が
必
要
。
町
は
紹

介
で
き
る
の
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長

　
子
育
て
世
帯
の
移
住
検

討
の
優
先
度
に
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
・
充
実
し
た

教
育
環
境
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
町
は
子
育
て
世

帯
へ
の
様
々
な
支
援
策
を

実
施
し
て
き
た
。

中
條
建
設

課
　
　
長

　
住
宅
地
に

つ
い
て
は
町

所
有
で
売
却
で
き
る
物
件

は
な
い
。
自
ら
不
動
産
業

者
に
相
談
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
収
集
し

て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
す

る
。問

　
宅
地
・
住
宅
不

足
が
、
国
見
町
に

住
み
た
い
と
思
う
子
育
て

世
帯
を
取
り
こ
ぼ
し
て
い

る
。
町
長
に
は
、
今
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
県
内
過

疎
の
自
治
体
と
連
携
し
政

治
的
な
判
断
と
行
動
を
持

っ
て
、
町
発
展
を
促
し
て

ほ
し
い
。
ど
の
よ
う
な
考

え
が
あ
る
の
か
。

村
上
町
長
　
経
験
と
知
識
を

生
か
し
、
女
性
・

若
者
に
選
ば
れ
る
町
を
目

指
す
。
近
隣
の
市
町
村
・

他
の
自
治
体
と
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
町
産
品
の
Ｐ

Ｒ
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
イ

メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
地
域
の
活
性
化
を
図
り

た
い
。

人
口
減
少
に
対
す
る
具
体
策
は

過
疎
指
定
の
国
見
町
を

維
持・継
続
す
る
施
策
は

佐佐
ささ

藤藤
とうと う

多多
たた

真真
まま

恵恵
ええ

議員議員

▲議会中継アーカイブ

詳しくはこちら

板橋南子育て住宅

国見町内の住宅地
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一般 質問町政を問う

問
　
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

訓
練
所
で
稼
げ
る

農
業
を
考
え
た
と
き
に
、

農
業
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、

農
産
物
の
流
通
、
販
売
ま

で
し
っ
か
り
と
教
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と

考
え
る
が
、
そ
う
い
う
講

座
の
開
講
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

訓
練
所
に

お
い
て
、
市

場
へ
の
販
売
、
道
の
駅
等

の
販
売
な
ど
、
多
少
経
験

す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

農
産
物
を
流
通
さ
せ
、
販

売
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
講
師
の
先
生
等
の

手
配
が
進
め
ば
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

訓
練
所
卒
業
生
の

多
く
が
町
内
で
新
規
就
農

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
訓
練
所

は
、
平
成
30
年
に
開
所
し
、

現
在
ま
で
長
期
研
修
生
の

受
講
修
了
者
は
19
名
と
な

っ
て
お
り
、
う
ち
5
名
が

町
内
に
就
農
し
て
い
る
。

町
外
就
農
者
は
、
元
々
町

外
出
身
と
い
う
こ
と
で
、

農
地
も
町
外
に
所
有
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
よ
っ

て
町
と
の
関
わ
り
を
継
続

す
る
た
め
に
道
の
駅
へ
の

農
作
物
の
出
荷
を
条
件
と

し
て
い
る
。

問
　
町
外
へ
の
就
農

者
が
い
る
自
治
体

と
の
運
営
経
費
も
含
め
た

広
域
連
携
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
広
域
的
に

運
営
す
る
こ

と
も
一
つ
の
手
段
と
考
え

て
い
る
。
今
後
こ
の
施
設

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

何
ら
か
の
方
法
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
町
の
企
業
誘
致

の
窓
口
は
ど
の
部

署
に
な
る
の
か
伺
う
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　
企
業
誘
致

の
所
管
は
産

業
振
興
課
と
な
る
が
、
都

市
計
画
な
ど
宅
地
、
工
場

用
地
の
造
成
に
つ
い
て
は

建
設
課
、
企
業
誘
致
の
支

援
や
起
業
に
関
す
る
こ
と

は
産
業
振
興
課
、
企
業
連

携
協
定
等
は
企
画
調
整
課

所
管
と
な
る
の
で
、
関
係

課
の
連
携
に
よ
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
私
は
企
業
誘
致

に
関
し
て
統
一
的

な
窓
口
が
な
い
こ
と
が
、

企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
原

因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
産
業
振
興

課
、
建
設
課
、
企
画
調
整

課
を
横
断
的
に
一
つ
に
集

め
て
、
一
つ
の
組
織
と
し

て
企
業
誘
致
に
取
り
組
む

専
門
部
署
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
良
い
と
思
う
が
。

村
上
町
長
　
今
の
と
こ
ろ
、

統
一
的
な
窓
口
の

検
討
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
業
務
を
進
め
る
中

で
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
今

の
体
制
で
進
め
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

問
　
公
営
塾
「
放
課

後
塾
ハ
ル
」
に
つ

い
て
だ
が
、
高
校
進
学
に

向
け
て
、
さ
ら
に
機
能
化

で
き
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
伺
う
。

小
野
生
涯

学
習
課
長

　
中
学
3
年

生
の
高
校
入

試
に
向
け
た
公
営
塾「
高

校
入
試
対
策
教
室
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
元
教

員
に
よ
る
週
１
回
の
授
業
、

年
8
回
の
新
教
研
も
ぎ
テ

ス
ト
と
そ
の
振
り
返
り
学

習
、
7
月
と
11
月
に
は
塾

講
師
に
よ
る
特
別
講
座
を

実
施
す
る
。
生
徒
が
将
来

の
目
標
に
合
っ
た
学
校
を

選
択
、
進
学
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

農
業
に
お
け
る
経
営
面
の
教
育
の
充
実
を

公
営
塾「
放
課
後
塾
ハ
ル
」の
高
校
受
験

へ
の
取
り
組
み
は

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
を
広
域

連
携
で
運
営
し
て
は
ど
う
か

小小
ここ

林林
ばやしばやし

聖聖
せいせ い

治治
じじ

議員議員

▲議会中継アーカイブ

詳しくはこちら

くにみ農業ビジネス訓練所

公営塾「高校入試対策教室」の様子
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3月3日
　～17日

令和７年第２回定例会 議長ほか９名
総務文教常任委員会 委員長ほか4名
産業建設常任委員会 産業建設常任委員

3月4日 広報常任委員会 委員長ほか4名
3月５日
　～14日 議案調査会 全議員

3月13日 県北中学校卒業証書授与式 議長
3月15日 藤田保育所修了証書授与式 議長

3月17日
議会運営委員会 議長ほか10名
全員協議会 議長ほか10名

3月18日 くにみ幼稚園修了式 議長

3月21日
国見小学校卒業証書授与式 議長
広報常任委員会 広報常任委員

3月24日
例月出納検査 監査委員
交通対策協議会 議長

3月26日

福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

伊達地方消防組合議会定例会（伊
達市） 組合議員

伊達郡町村議会議長会正副議長事
務局長会議（福島市） 正副議長

3月27日
伊達地方衛生処理組合議会定例会

（伊達市） 組合議員

公立藤田病院組合議会定例会 組合議員
3月31日 職員退職辞令交付式 議長

4月１日
各行政機関辞令交付式 議長
新規採用職員辞令交付式 議長

4月3日
広報常任委員会 広報常任委員
全員協議会 議長ほか10名

4月５日 藤田保育所入所式 議長

4月７日

国見小学校入学式 議長
議会モニター会議 副議長ほか９名
全員協議会 議長ほか10名
県北中学校入学式 議長

4月８日 くにみ幼稚園入園式 議長

4月９日
町内会長会議 議長

広報常任委員会 広報常任委員長、
副委員長

4月12日 町体育協会総会 議長
4月19日 議会報告懇談会① 議長ほか10名
4月20日 議会報告懇談会② 議長ほか10名
4月21日 議員懇談会 議長ほか10名

議員活動報告書議員活動報告書 令和７年３月議会～６月議会前まで令和７年３月議会～６月議会前まで

4月23日
伊達郡町村議会議長会（福島市） 正副議長
伊達郡振興懇談会（福島市） 正副議長

4月25日

福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査（福島市） 議長

例月出納検査 監査委員
寿クラブ連合会総会 議長

4月26日 郷土史研究会総会 議長
4月30日 健康推進員協議会総会 議長
５月１日 産業建設常任委員会 産業建設常任委員
５月3日 春の藤原まつり（岩手県平泉町） 議長
５月10日 町駅伝部総会 議長

５月12日 伊達地方衛生処理組合議会臨時会
（伊達市） 組合議員

５月16日
全員協議会 議長ほか10名
伊達郡町村議会議長会（福島市） 正副議長

５月17日 文化団体連絡協議会総会 議長

５月20日

福島地方土地開発公社評議委員会 議長ほか６名
議会改革推進会議 議長ほか10名
議員懇談会 議長ほか10名
全員協議会 議長ほか10名
国見町商工会第65回通常総会 議長

５月22日
福島地方水道用水供給企業団臨時
会 議長

新人議員研修会 議長

５月25日 国見町シルバー人材センター定時
総会 議長

５月26日
福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

例月出納検査 監査委員

５月27日 全国町村議会議長・副議長研修会
（東京都千代田区） 議長

５月28日
総合計画審議会 産業建設常任委員

長ほか１名
青少年育成町民会議 議長

５月29日
　～30日

総務文教・産業建設合同常任委員
会行政視察（新潟県糸魚川市） 議長ほか９名

５月29日 空家等対策協議会 産業建設副常任委
員長

６月4日 伊達地方衛生処理組合議会臨時会
（伊達市） 組合議員

６月５日

議会運営委員会 議長ほか10名
全員協議会 議長ほか10名
県町村議会議長会定期総会（福島
市） 議長

　

国
見
町
議
会
議
員
の

菊
地
勝
芳
氏
（
享
年
76

歳
）
が
令
和
7
年
6
月

14
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を

示
す
と
と
も
に
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

菊
地
勝
芳
議
員

逝
去
の
お
知
ら
せ
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　4月19日（土）と20日（日）、観月台文化センター大研修室で、議会報告懇談会を開催しました。
議会側から3月定例会（当初予算等）および常任委員会活動について報告の後、議会や町に関する
意見交換を行いました。その中で、議会に出された意見・要望についてお知らせします。

令和7年第1回議会報告懇談会

Q 1

Q 3

Q 5

Q 7

Q 4

Q 6

Q 2

A 1

A 3

A 5

A 7

A 4

A 6

A 2

　救急車問題はどうなったのか、百条委員会、
第三者委員会はどうなったのか、前町長の引地
さんはどんな考えなのか、わかれば教えてほしい。

　議員の定員減らしはどうするのか。町民が
8,000人しかいない。

　議員報告会の資料のレジュメが同じものがあ
って印刷の無駄だと思う。

　議員報告会に初めて参加した。本日の参加者
は、男性3名女性1名の合計4名。町政に関心
がないようだが、改善されないのか。

　議会改革は、学識経験者をメンバーに含めて
検討してほしい。

　報告資料のP34の広報常任委員会の視察研修
について詳しくのせたほうが良い。

　議員の常任委員会の説明、活動の中身を調べ
ようとホームページを見るが、2022年まででそ
れ以降の細かい中身を見るにはどうすればいい
のか。
　12月および3月議会傍聴時のアンケートへの
回答はどのようになっているのか。2021年まで
しかわからない。それらを見たい。　百条委員会は令和6年7月10日臨時議会の調

査報告で区切りをつけている。第三者委員会も
報告書を出し終了した。なお、今後新たに問題
が出てきた場合は、新たに委員会を作ることに
なる。
　いろいろと浮き彫りになり、百条委員会、さ
らには第三者委員会からも公正・公平さに欠け
ていたと判断された。内閣府からも不適切だと
指摘され、引地さんは町長選を終えて過去の人
になった。これからは新町長のもとで信頼を回
復するよう前に進んでいく。

　令和3年より議会改革に取り組んでいたが、
諸般の事情により中断していた。今年より再開
している。議員数は町民1,000人に1人といわれ
ているが、常任委員会の定数は6人から7・8
人が通常であり、近隣の桑折町も川俣町も同数。
このことは議会モニター会議でも指摘があった。
今いろいろと検討しているところである。

　印刷が白黒でわかりにくいが、目次に色がつ
いていてモニターと同じにしているため同じも
のが何枚もあるようになってしまった。今後は
改善する。

　いろいろと検討し、方部ごと、日中と夕方など、
試行錯誤したがあまり変わらなかった。

　これから町民アンケートを予定している。対
象者は無作為抽出で決める。色々な方法を含め
て考えていく。

　研修の内容については、4月25日発行の議会
だよりに載せたので読んでほしい。

　現在までの内容は事務局がアップする。今後
は、定期的に確認し改善する。
　また、本会議のアーカイブがYouTubeで見ら
れるようになったが、再生回数が100回くらいで
ある。今回発行する議会だよりでは、一般質問
を議員ごとに見ることができるように改善した。

町民のみなさまと意見交換意見交換

こんな活動もしています
レポート

町に対する意見・要望は
執行部へ提出し、回答いただき

後日報告いたします。



17

■
令
和
７
年
１
月
６
日

○
福
祉
課
所
管
事
務
調
査

　

令
和
7
年
4
月
よ
り
施

行
さ
れ
る
「
第
3
期
国
見

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
素
案
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
２
月
21
日

○
総
務
課
所
管
事
務
調
査

　

町
が
策
定
を
進
め
て
い

る
「
国
見
町
内
部
統
制
に

関
す
る
方
針
」お
よ
び「
国

見
町
職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
指
針
」
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
令
和
７
年
３
月
３
日

　

陳
情
2
件
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、い
ず
れ
も︿
継

続
審
査
﹀
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
2
件
に
つ
い

て
、
6
月
12
日
の
常
任
委

員
会
で
再
審
査
を
行
い
ま

し
た
。（
結
果
は
後
述
）

◦
陳
情
第
1
号　

国
に
対

し
「
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情

·
陳
情
第
2
号　

国
に
対

し
「
女
性
差
別
撤
廃
条

約
選
択
議
定
書
の
す
み

や
か
な
批
准
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情

■
令
和
７
年
４
月
21
日

　

今
年
度
の
常
任
委
員
会

視
察
研
修
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
６
月
12
日

　

請
願
お
よ
び
陳
情
に
関

す
る
審
査
を
行
い
、
結
果

は
以
下
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

◦
請
願
第
2
号　

地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
請

願
に
つ
い
て
︿
採
択
﹀

◦
陳
情
第
3
号　
「
国
の

﹃
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
事
業
﹄
の
継
続

と
、
被
災
児
童
生
徒
の

十
分
な
就
学
支
援
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情︿
採
択
﹀

◦
陳
情
第
4
号　
「
消
費

税
5
％
へ
の
減
税
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出

に
つ
い
て
︿
不
採
択
﹀

◦
陳
情
第
1
号　

国
に
対

し
「
選
択
的
夫
婦
別
姓

■
令
和
７
年
３
月
３
日

　
「
閉
会
中
の
所
管
事
務

調
査
」
の
実
施
に
つ
い
て

協
議
し
、
実
施
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
３
月
12
日

○
建
設
課
所
管
事
務
調
査

　

町
で
策
定
作
業
中
で
あ

る
「
国
見
町
立
地
適
正
化

計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
５
月
１
日

○
産
業
振
興
課
所
管
事
務

調
査

　

藤
田
商
店
街
の
空
き
店

舗
状
況
に
関
す
る
調
査
結

果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
の
視
察
研

修
に
つ
い
て
は
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
対
し
合

同
で
行
う
旨
申
し
入
れ
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

■
令
和
７
年
６
月
12
日

　

陳
情
1
件
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◦
陳
情
第
5
号　
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出

に
つ
い
て
︿
不
採
択
﹀

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会 制

度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情

︿
採
択
﹀

◦
陳
情
第
2
号　

国
に
対

し
「
女
性
差
別
撤
廃
条

約
選
択
議
定
書
の
す
み

や
か
な
批
准
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情

︿
採
択
﹀

　

令
和
7
年
5
月
29
日
~

30
日
の
2
日
間
、
新
潟
県

糸
魚
川
市
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

糸
魚
川
市
は
、
平
成
28

年
に
発
生
し
た
「
糸
魚
川

市
駅
北
大
火
」
を
教
訓
と

し
た
消
防
・
防
災
対
策
や
、

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
「
糸
魚
川
市
駅
北
大
火
」

は
、
警
報
級
の
強
風
に
よ

り
延
焼
拡
大
が
早
く
、
住

宅
が
密
集
し
道
幅
が
狭
く
、

消
火
活
動
に
支
障
が
出
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
道
路
の

拡
幅
や
不
燃
住
宅
建
築
の

取
り
組
み
、
復
興
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策

定
な
ど
、
災
害
時
の
役
割

分
担
と
情
報
共
有
や
避
難

所
運
営
体
制
づ
く
り
な
ど

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
座
学
後
に

は
、
駅
北
地
区
の
街
並
み

を
見
学
し
、
そ
の
成
果
を

体
感
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
は
、
当
町
と
同
じ
課
題

を
抱
え
、
U
I
タ
ー
ン
に

よ
る
地
場
産
業
の
担
い
手

確
保
や
、
医
療
・
介
護
の

人
材
育
成
、
若
者
の
出
会

い
や
結
婚
支
援
、
安
心
し

て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
他
自

治
体
の
先
進
事
例
を
勉
強

し
、
国
見
町
の
持
続
的
発

展
に
尽
く
し
ま
す
。

（
報
告
者　

小
林
聖
治
）

︿
再
審
査
分
﹀

こんな活動もしています
レポートレポート

常任委員会Report

総
務
文
教
・
産
業
建
設
合
同

常
任
委
員
会
行
政
視
察　
　

駅
北
大
火
後
設
置
さ
れ
た
女
性
や

高
齢
者
で
も
使
え
る
消
火
ホ
ー
ス

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
様
子



18
くにみ議会だより No.208
2025.7

第２回　泉田上町内会

私たちの

町内会

人
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
少
し
で

も
地
区
を
活
性
化
し
た
い
で
す
。

　

秋
に
は
収
穫
感
謝
祭
を
開
催
し
、

収
穫
し
た
農
作
物
を
持
ち
寄
り
、
収

穫
に
感
謝
祈
願
し
会
員
の
親
睦
を

深
め
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
行
事
が
少
な
い
昨

今
、
今
ま
で
継
承
し
て
き
た
諸
先

輩
に
感
謝
し
、
今
後
の
町
内
会
活

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

泉
田
上
町
内
会
で
は
、
毎
年
７
月

の
第
１
日
曜
日
に
早
苗
ぶ
り
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
か
ら
現

在
ま
で
26
年
続
い
て
い
ま
す
。
早
苗

ぶ
り
に
は
、
田
の
神
様
に
感
謝
し
、

豊
作
を
祈
願
す
る
意
味
合
い
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

５
月
に
な
る
と
田
植
え
が
始
ま
り
、

朝
早
く
か
ら
苗
を
準
備
し
、
近
所
の

人
な
ど
み
ん
な
で
協
力
し
て
田
植
え

を
し
ま
し
た
。
早
苗
ぶ
り
会
は
、
田

植
え
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
々
を
ね

ぎ
ら
う
宴
会
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の

名
残
と
し
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。

　

泉
田
上
町
内
会
は
小
規
模
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
会
員
が
一

堂
に
会
す
る
機
会
を
多
く
し
、
若
い

　

国
見
町
議
会
は
新
た
な
組
織
構
成
と

な
り
、
上
記
の
通
り
広
報
常
任
委
員
会

も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
議
会
広
報
誌
の
編
集
の
た

め
、
研
修
会
の
参
加
や
行
政
視
察
等
を

行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
「
手
に
取
っ

て
・
見
て
・
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
」

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

蒲
倉　

孝
）

編  

集  

後  

記

くにみ議会だより
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早苗ぶり会での豊作祈願のための供物早苗ぶり会での豊作祈願のための供物
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